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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は56名の65歳以上の在宅療養者を対象に、不顕性誤嚥による肺炎の起炎菌とされ

る口腔内微生物より、P. aeruginosa、S. aureus、C. albicansを定量的に測定することに

より、食事の経口摂取者と非経口摂取者の口腔内の衛生状態を検討したものである。その

結果、P. aeruginosaは経口摂取者からは全く検出されなかったが、非経口摂取者において

検出率、総菌数（CFU）ともに有意に多く検出された。S. aureus、C. albicansは検出率、

CFUともに2群間で有意差はみられなかった。 

本論文の内容は、高齢の在宅療養中の非経口摂取者の口腔内は、不顕性誤嚥による肺炎

のハイリスク群であることを示唆するものであり、重点的に口腔ケアを必要とする対象の

明確化に寄与し、老年看護学分野での学術水準を高めたものと認める。 

 


